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　東京ベイエリアは、都心に隣接するという大きなアドバンテージを持ちながらも、長期に渡り未利用地を広く抱えてきた。そこには、小さな町割りの地区から埋

め立てにより形成される大街区まで、性格を異にするエリアが存在する。

　「東京ベイエリアビジョン」（仮称）の検討に係る提案を行うため、昨年 10 月に設置された官民連携チームは、「魅力あるまちづくり」、「活力と躍動感のあるまち」、「最

先端技術のまち」の 3 つのワーキンググループ（以下「WG」という。）で、自由な発想のもと議論を重ねてきた。昨年 12 月には、提案に向けたコンセプトや基本

的な考え方について各 WG からの報告内容をまとめ、第 1 回の提案を行った。その後、東京の価値と魅力を高め、世界から人と投資を呼び込む方策等について各

WG で議論を進め具体化した内容を、今年 3 月に第 2 回の意見として提案を行っている。

　このたび、これまでの検討を踏まえ、2040 年代を見据えたベイエリアが目指すべき３つの姿を示すとともに、官民連携チームの 11 の提案を、庁内検討委員会

への最終提案として行うものである。

　本提案が、東京の成長を創り出す場所として大きな可能性を秘めたベイエリアの明るい未来を示し、今後のあり方を検討するきっかけとなれば幸いである。
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